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背景：マインドフルネスとは、新世代の認知行動療法の方略の一つとして世界的に注目されているものであり、
「今現在」の自分に気づきを向け、あるがままに受け入れるという心理状態である。マインドフルネスは、古
典的な認知行動療法よりも治療奏効率が高く、再発率が低いことから、行動変容を要する多くの疾患群に応用
されはじめている。このため、マインドフルネスが食物刺激に対する渇望減弱を介して摂食コントロールを促
進できると想定される。この方略が渇望を減弱させる神経経路には 2つの経路が現在考えられている。一つ目
の経路は、認知的再評価と類似したトップダウン型の抑制系の脳領域を要するものである。もう一つの経路は、
渇望関連領域の反応を直接的に減弱することにより渇望を低下するものである。本研究では、マインドフルネ
スが刺激誘発性の主観的渇望感を減弱させ、渇望関連領域の反応を直接的に抑制する、という仮説を検証した。 
方法：対象は健常成人 19名である。機能的磁気共鳴画像法により、課題遂行中の脳機能画像を空腹状態時に
撮像した。撮像中、食物画像を見て惹起した渇望感を「マインドフルネス」「認知的再評価」により対処する
条件と、食物あるいは非食物画像を「何もしないでみる」条件を施行した。対象は各条件施行毎に刺激画像に
対する主観的渇望感を評価した。 
結果：マインドフルネスは何もしないで食物を見る条件に比べ、主観的渇望感を有意に減少させた。この方略
では左島皮質の活動減弱が認められたが、抑制関連領域の賦活は認められなかった。一方、認知的再評価は何
もしないで食物を見る条件に比べ、主観的渇望感を有意に減少させた。この方略では抑制関連領域である左背
外側前頭前野、左腹外側前頭前野の活動増加が認められたが、渇望関連領域である島皮質の活動は減弱しなか
った。マインドフルネスと認知的再評価の比較では、マインドフルネスで左島皮質の活動減弱が認められた。 
結論：マインドフルネスは認知的再評価と異なり、認知的操作・トップダウンに拠らない経路で渇望を減弱さ
せることが示唆された。島皮質は依存症のような渇望制御の障害から回復に重要な役割を担う領域であるため、
マインドフルネスが食刺激に対する主観的反応と神経反応を減弱させる有効な方略であると考えられる。マイ
ンドフルネスの肥満、糖尿病などの食渇望に関連した疾患群における応用が期待される。 
